
第
二
日
目

　古
処
山
の
麓
に
た
た
ず
む
、小
さ
な
城
下
町
。秋
月
は
、町
が
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
、タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
。

　秋
月
氏
4
0
0
年
、黒
田
氏
2
5
0
年
の
栄
華
を
秘
め
て
、ま
ど
ろ
ん
で
い

ま
す
。

　秋
月
の
名
前
は
古
く
、す
で
に
平
安
時
代
の
中
期
に「
秋
月
荘
」と
し
て
、史

書
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、鎌
倉
時
代
。原
田
種
雄
が
古
処
山
に

城
を
か
ま
え
、秋
月
氏
を
名
の
り
、こ
の
地
は
一
帯
の
政
治
の
中
心
地
と
な
っ
て
、

文
化
が
芽
生
え
、秋
月
は
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　秋
月
氏
は
漢
の
高
祖
の
末
裔
と
称
す
る
渡
来
人
の
阿
多
倍（
あ
た
え
）王
の

血
を
ひ
く
名
族
で
、平
安
中
期
に
は
、藤
原
純
友
の
乱
の
鎮
圧
に
功
績
を
残
し
、

西
国
平
氏
を
支
え
る
有
力
な
一
族
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。種
雄
治
政
以

降
、秋
月
氏
は
西
国
一
帯
、と
く
に
筑
前
に
お
い
て
威
勢
を
ふ
る
い
、西
国
の
覇
者

と
し
て
君
臨
し
ま
す
。こ
の
秋
月
氏
の
隆
盛
は
約
4
0
0
年
間
に
も
わ
た
り
、今

日
の
筑
前
の
小
京
都
と
た
た
え
ら
れ
る
秋
月
城
下
町
の
文
化
の
伝
統
の
礎
は
、

こ
の
間
に
築
か
れ
、発
展
し
ま
す
。

　そ
し
て
、秋
月
氏
十
六
代
種
実
の
治
政
下
、城
下
町
は
、暗
転
の
時
を
迎
え
ま

す
。平
安
の
夢
を
破
っ
た
の
は
、天
下
を
統
一し
つ
つ
あ
っ
た
豊
臣
秀
吉
で
、秀
吉

は
き
わ
め
て
強
引
に
種
実
に
降
伏
を
迫
っ
て
い
ま
す
。種
実
の
重
臣
、恵
利
暢
尭

は
、秀
吉
の
軍
の
強
大
さ
を
知
り
、主
君
に
降
服
を
す
す
め
た
の
で
す
が
、種
実

は
こ
の
忠
言
を
聞
き
入
れ
ず
、島
津
氏
と
の
盟
約
を
重
ん
じ
抗
戦
の
構
え
を
崩

し
ま
せ
ん
で
し
た
。種
実
の
怒
り
に
触
れ
た
暢
尭
は
切
腹
。暢
尭
が
切
腹
し
た
と

い
う
大
岩
が
い
ま
も
秋
月
の
山
裾
に
残
り
、秋
月
氏
暗
転
の
ド
ラ
マ
を
伝
え
て
い

ま
す
。秋
月
氏
は
、秀
吉
の
軍
に
敗
北
。日
向
の
高
鍋
藩
に
移
封
さ
れ
、こ
の
地

に
た
だ
そ
の
名
の
み
を
残
し
て
、城
下
町
の
歴
史
か
ら
退
場
し
ま
す
。

　そ
し
て
、秋
月
城
下
町
は
、第
二
幕
と
も
い
う
べ
き
、黒
田
氏
の
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

天正９年（1581年）大友氏と秋月氏が戦国時代に争っ
た合戦の一つが『原鶴の合戦』。現在の原鶴温泉の一
本木地蔵堂の辺りと言われています。

一本木地蔵堂〈朝倉市〉

元禄12年（1699年）、庄屋町の原喜左ヱ門が子供に
踊りを教えて祇園社の開山式に奉納し町 を々巡演した
風流が始まり。初めは風流・舞・操り・神楽等であったの
が次第に歌舞伎に転向し、やがて歌舞伎として固定化
され、甘木全町をあげて熱演されるようになりました。毎
年10月中旬頃朝倉市甘木で上演されています。

寛永元年（1624年）福岡藩主黒田長政の三男長
興が秋月に入封の時、家臣が満月の夜に月光に照ら
されて打った太鼓の桴（ばち）の影から編み出したとさ
れる曲打ち。４月の秋月春祭り、９月の秋月観月会で
演じられます。

朝倉市街の北東大平山に連なる安見ヶ城山は、かつて
秋月氏と大友氏が壮絶な戦いを繰り広げた「休松の戦
い」がありました。永禄10年（1567年）に大友軍二万余
騎が秋月に押し寄せた後、秋月軍が夜討で休松城に総
攻撃をかけ、大友軍が筑後に敗走することになります。

安見ヶ城山〈朝倉市〉

戦国時代に、秋月氏の家臣で
あったとされる宝珠山山城守の
居城。慶長5年（1600年）に黒
田長政が筑前に入国し領内に６
つの端城を設けました。松尾城
は中間統胤が城主となります。そ
の後、一国一城令により取り壊
されました。

松尾城跡
〈東峰村〉

観処
ですよ

ここが

秋
月
氏
か
ら
黒
田
氏
へ

甘
木
・
朝
倉
歴
史
散
歩
〜
時
を
歩
く
旅
ガ
イ
ド
〜
よ
り
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甘木盆俄〈朝倉市〉 秋月光月流太鼓〈朝倉市〉
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